
          

                                             

 

 

 

今日が楽しく、明日が待ち遠しい学校 

校長  鈴木 格也 

５月の連休が明けて、１１日（月）には生徒総会、１７日（日）からは３年生の修学旅行で古都

奈良・京都を訪れます。来月の６日（土）には運動会が控えており、いよいよ学校の様々な活動が

本格的に動き始めました。生徒にとっては、一つ一つの機会を大切に、有意義なものにして欲しい

です。 

さて、本校の学校教育目標は、「自ら学び 自ら考え 自ら行動できる生徒」の育成です。この

目標の達成に向けて、生徒は教職員の導きと支援を受けながら主体的に活動し、誰もが“今日が楽

しく、明日が待ち遠しい学校”に想う姿を、目指す堀船中学校像として取り組んで参ります。その

ためには、魅力ある学校、活力ある学校、そして信頼と誇りのもてる学校に進むことが大切である

と考えています。その具体的な学校の姿としては、次の４つを示します。 

〇明るく元気な挨拶が飛び交う学校 

〇誰もが楽しく学び、主体的に活動し、生徒一人一人の力が伸ばせる学校 

〇共に生き生きと活動し、思いやり認め合う心と励まし高め合う心を育む学校 

〇地域に愛され、堀船中学校の生徒であることを誇りにもてる学校 

具体的に次のことを推進します。 

 “魅力ある学校に向けて” 

●人間関係づくりの入り口は“あいさつ”です。まずは挨拶を通した豊かな人間関係づくりから

はじめ、居心地のいい環境をつくります。先生からも生徒からも進んで挨拶を交わします。 

●学習内容の定着を図るために、「堀中授業スタイル」を実践します。「ほめる・励ます・認める」

機会をつくり、自己肯定感を高めさせ、学習意欲の向上につなげます。「探究的な学習」の実践

を通して、課題解決力と活用する力等の向上を目指し、誰もが楽しく学び、主体的に活動し、生

徒一人一人の力を伸ばします。 

“活力ある学校に向けて” 

●いじめに発展する言動を生まない環境づくりや、SNS の適切な使い方を推進し、生徒自身で生

活環境の秩序を守り、共に生き生きと活動します。 

●学校行事や生徒会活動、学級活動などを通して自己有用感を高めさせ、思いやり認め合う心と励

まし高め合う心を育みます。 

“信頼と誇りのもてる学校に向けて” 

●「いつも明るい挨拶ができる」・「行事に燃える意欲がある」・「ボランティア活動に協力でき

る」ことを誇りに想えるよう、堀中生としての健全育成を推進します。 

●全校「大江戸ダンス」へのチャレンジ！ 異学年交流と上級生のリーダーシップの育成を目的と

した縦割り学級活動を推進し、母校を誇りに想う心の醸成を図ります。 

 

今年度も、学級集団の中でなかなか授業が受けられない生徒に居場所（ランチルーム）を用意し

ています。別室の利用では、校内別室支援員の先生が配置されています。 

月 … 朝倉 貞雄   火・木 … 渡辺 晶子   水 … 佐々木 健一   金 … 藤田 由紀子 
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北区立堀船中学校長 鈴木  格也 

（教育目標）「自ら学び自ら考え自ら行動できる生徒」の育成 



 

♪ 対面式、生徒会オリエンテーション（4月8日）♪ 

 

新1年生と在校生全員が初めて顔を合わせる対面式を行いました。生徒会長の歓迎の言葉に続き、2・3年

生による校歌の紹介が行われ、温かい雰囲気の中、1年生にとって中学校生活の始まりとともに、2・3年生

との絆が生まれるひとときとなりました。その後、生徒会によるオリエンテーションでは、中学校の各種

専門委員会の活動内容について紹介があり、1年生は、熱心に耳を傾けながら、これから始まる中学校生活

への期待を膨らませている様子でした。 

 

     
 

 

♪ 部活動紹介（4月13日）♪ 

 

各部活動の先輩たちが、自身の活動の特色や魅力を工夫して紹介する 

「部活動紹介」を実施しました。実演や展示を交えた発表に、新入生は 

熱心に耳を傾け、興味を深めていました。部活動選択が間もなく本格化 

する中、期待感の高まる有意義な時間となりました。 

 

     

 

♪ 特別支援学級新入生・転入生を迎える会（4月24日） ♪ 

     

滝野川体育館において北区立小・中学校合同で、特別支援学級に在籍する生徒同士の交流を深める会が

実施されました。生徒による学校の紹介や自己紹介が行われ、笑顔があふれる和やかな雰囲気の中で、レ

クリエーションを楽しみ、互いの関係をより一層深めることができました。 


